
 
 

１ 目 的 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大などの影響により、経済的な困窮などの理

由で、生理用品を入手することが困難な状態にある児童・生徒が生理用品を使える

ようにするため。 

 

２ 配備時期 

  令和３年７月中旬予定 

 

３ 配備場所  

各フロア女子トイレの手洗い場付近 

  

「 笑顔・自信・絆」 のある学校  校訓 自主・心・健康 

 

 

 

生徒数 

１年生  104名 

２年生  102名 

３年生   97名 

計     303名 

 
 
 
 
 

瑞穂中だより   「７月号」       令和３年 ７月１日発行 
 

 

「悔しさは人を強くする 瑞穂中！」 

                                               校長 豊田 康人 

 ７月は文月。梅雨の合間に見せる青空は、暑い夏の始まりを感じる。６月２５日から始まっ

た学校総合体育大会地区予選会が終わった。最終日は、野球部の準決勝。故佐々木先生の後を

引き継いだ石川教諭、大塚教諭が、チームを３位に導い

た。天国からチームに「よくやった」と褒めている声が

聞こえるようだ。特に３年生の２人の心には、はっきり

と届いていると思う。 

 昨年度の学総大会は、中止。「チーム瑞穂」は、制限

の生活の中、努力してきた事を大会で出し切ったと思

う。「チーム瑞穂」として、昨年度、大会に参加できな

かった先輩の分まで力を出せたのではないだろうか。 

 今回は、タイトルにあるように「悔しさが人を強くす

る」について考えたい。 

令和３年度、大きな試練を乗り越えようとしている瑞穂中の先輩Ｍくんについて触れたい。

Ｍ先輩は、陸上競技１００ｍ走が専門の選手。Ｍ先輩は、今年５月に行われた高校生の埼玉県

大会で、１０秒４７という自己新記録で優勝した。その記録は、昨年度の全国大会の代替大会

での優勝記録を上回る素晴らしい記録。まさしく金字塔を打ち立てた。 

 全国大会に出場するには、関東大会で６位以内に入賞することが必須だ。その関東大会で予

選、準決勝と勝ち進み、そして迎えた決勝。結果は７位。６位とのタイム差は、0.02 秒。その

差は、僅か２０㎝だろう。大会の速報で確認した私は、「まさか」と目を疑った。何よりも本

人の気持ちを察した。 

 また、Ｍ先輩は、県大会の記録でＵ２０の日本選手権の参加出場権を得ていた。１００ｍ走

で東京オリンピック出場内定を決めた多田選手のニュースを見た人もいるだろう。その大会で

ある。Ｍ先輩は、関東大会から５日後のＵ２０の部の大会に臨んだ。結果は、またしても 0.02
秒差で決勝に進出が叶わなかった。 

 人生において２つの「大きな試練」。その結果は、変わらない。気持ちを切りかえようとし

ても何度も悔しさ、むなしさが襲ってくるだろう。私もよく聞いた言葉だが、「試練は、受け止

められて、乗り越えられる人」におとずれるという。Ｍくんは、目の前で１００ｍ走のオリンピッ

ク内定の瞬間の走りを見たという。新たな目標に向かって進む覚悟ができたともいう。 

「チーム瑞穂」のみなさん。本校を巣立った先輩の姿は、大会を終えたばかりの３年生の心に

届くはずだ。「悔しさは、人を強くする」これを教訓としたい。学んだことが自分の人生にきっと

生きてくる。   

 【保護者、地域の皆様】１学期、まもなく終了となります。部活動保護者会、授業参観等お

陰様で開催することができました。感謝申し上げます。２学期も「夢へ」躍進する 瑞穂中！で

前進いたします。これからも御支援をお願いいたします。 

 

 

 

 
 

 
                                  

 
 

６月１４・１８日（月・金）に部活動保護者会、２３・２４日（水・木）に授業参観が行われました。

部活動・授業共に参観時間が２０分程度と短く、感染対策のお願いも多い中でしたが、１８０名とたくさ

んの方々に瑞穂中の様子を見ていただきました。 

生徒も久々に自分たちの頑張る姿を見てもらう機会となり、緊張しながらも成長した姿を見せようと誇

らしげに活動をしていました。 

 授業だけでなく、施設･設備などもご覧いただき、今後もより良い瑞穂中づくりに生かしていきたいと

思います。ご参観とご協力、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4

   食育指導1-1.1-2   英検二次

   諸活動停止（～7/4）    

5 6 7 8 9 10 11

期末テスト1日目 期末テスト2日目 聖火リレー 食育指導1-3    

       

12 13 14 15 16 17 18

学校保健委員会 生徒集会（生活）   給食終了日   

 1年保護者会 専門委員会 2年保護者会   

19 20 21 22 23 24 25

 終業式 夏期講習 海の日 スポーツの日   

 三者面談期間開始     

26 27 28 29 30 31

夏期講習       

       

3年進路セミナー兼

保護者会

 

2 学期は、8 月 2６ (木)から始まります。 
夏休みが充実し、そして安心･安全な毎日となるよ

う、計画的に生活しよう！ 

生理用品を配備します 



 今月の紹介者 ≪教育実習生 田中 仁士 先生 ≫     

『 ヤクーバとライオン(１)勇気 』    ティエリー・デデュー 著  

 勇気とは何だろうか。太刀打ちできない敵に向かっていくことなのか。 

 嫌われることを覚悟し何かを守ることなのか。誰だって怖いものはあるし、

楽なほうを選びたくなる。自分は何を一番大切にしたいのか、それを守るため

に自分はどうするのか。「本当の勇気」とは何なんか。 

  それを考えさせてくれる、迫力のあるイラストが魅力の一冊です。 

 今月の紹介者 ≪教育実習生 佐藤 夏帆 先生 ≫     

『 翻訳できない世界の言葉 』    エラ・フランシス・サンダース 著  

「お疲れ様」のように、外国語に訳すのが難しい言葉が世界には多く存在しま

す。そんな言葉が詰まったユニークな単語集です。 

 普段、日本語で表せない感情も外国語にぴったりの表現があるかもしれません。 

 今月の紹介者 ≪教育実習生 阿久津 純平 先生 ≫     

『 奇怪遺産 』    佐藤 健寿 著  

この本には珍しい奇妙な各国の遺産や建物、お祭りが写真と一緒に載せられて

います。良好に興味がある人、海外の文化に興味がある人はぜひ、手に取って読

んでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全日本中学校通信陸上競技大会 埼玉県大会 

・女子棒高跳 第２位 ２ｍ５０ ３年 阿部 華帆 さん 

          第４位 ２m４０ ３年 桐越 心花 さん 

          第５位 ２m４０ ３年 山﨑 彩葉 さん 

○学校総合体育大会地区大会～結果～☆県大会出場 

・野球部   第３位 ・女子ソフトボール部 １回戦敗退 

・陸上部 

男子１１０ｍH    第１位 ３年 志村 光樹 さん☆ 

共通男子 200ｍ   第３位 １年 林出 誠太郎 さん 

  男子棒高跳     第３位 ３年 檜垣 大智 さん 

女子棒高跳       第１位 ３年 阿部 華帆 さん☆ 

              第１位 ３年 山﨑 彩葉 さん☆ 

              第３位 ３年 桐越 心花 さん 

女子砲丸投     第２位 ３年 五代 紗妃 さん☆ 

・サッカー部 １回戦惜敗 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 男子１回戦惜敗  女子１回戦惜敗 

・ソフトテニス部 男子１回戦惜敗  女子１回戦惜敗  

個人戦女子  野田・高橋ﾍﾟｱ ベスト１６ 

・卓球部 男子１回戦惜敗  

女子予選リーグ２位 決勝リーグ６位 

 

教育実習 ６/2～6/22 
本校卒業生の３名が「教師」を目指すため、教

育実習に来ました。３週間実際に教壇に立ち、授
業を行いました。この経験を活かし、ぜひ「教師」
になることを期待しています。 

部活動保護者会 6/14(月)・１８(金) 
天候にも恵まれ、約２年ぶりに部活動の保護者会を開

催することができました。多くの保護者様に参観していた

だき、部活動顧問との連携が図られました。今後とも、部

活動にご理解ご協力よろしくお願いします。 

通信陸上県大会 6/1２（木） 
 ４名の生徒が出場し、精一杯自分の力を発揮しました。 
出場を記念し、横断幕を作成しました。 
 

学校総合体育大会 6/25・28・29 
３年生にとって最後の公式大会となる「学校総合

体育大会」など様々なスポーツ大会が開催されま

した。どの部活動も目標に向けて努力を積み重

ね、最後まで全力で試合に臨みました。 

生徒総会 ６/９～１１ 
３学年が一堂で集まることができない状況下の中放送による生徒総

会を行いました。提案に対して各クラスから質問が出され、生徒会本部

が誠実に返答をするというやり取りが実に堂々としていました。聴いて

いる生徒も誠実に、議題に対して真剣に賛否を主張していました。  

日本一 
読書のまち三郷 


